
感染症情報 ８月２５日～３１日

②伝染性紅斑

④溶連菌感染症

４０５例（堺市 

２０８例（堺市 ２０例）
１５２例（堺市 １例）

報告数の順位。前週比１０．０％増の１，９０２件。感染性胃腸炎
は府下で前週６４９例→今回６６６例、堺市で３６例→２９例。伝染性
紅斑が府下で３５０例→４０５例、堺市で３２例→３８例。ＲＳウイルス
感染症が府下で１５８例→２７１例（７２％増）、堺市で１８例→２７例。
溶連菌感染症が府下で１７１例→２０８例、堺市で１６例→２０例。ヘ
ルパンギーナが府下で１７０例→１５２例、堺市で１２例→１例。
インフルエンザは府下で前週８９例→今回９０例。うち２１例は北
河内ブロック。堺市で前週・今回とも３例であった。全数把握疾患
の百日咳は大阪府で４８例→５６例で、堺市は前週０例→今回４例。
今年入ってからの府内の累積報告数は２，６５６例となった。

３８例）
③ＲＳウイルス感染症 ２７１例（堺市 ２７例）

２９例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８５医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 ６６６例（堺市

９０例（堺市インフルエンザ ３例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

１，６２６例（堺市新型コロナウイルス感染症 １５７例）

 新型コロナウイルスの定点報告は、府下で１，７１８例→１，６２６
例（５％減）、定点当たり５．９０→５．５９。堺市は１４２例→１５７例
（１１％増）、定点当たり５．６８→６．２８であった（府下でワースト２）。

大阪府定点 ５．５９ 堺市定点 ６．２８

麻疹や風疹の報告はなかった。

⑤ヘルパンギーナ

府下２９１医療機関（堺市２５）から

８，８９７例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 ８５８例）
大阪府定点 ３０．５７ 堺市定点 ３４．３２

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より８，５７４例→８，８９７例
（４％増）、定点当たり２９．４６→３０．５７、堺市で９０４例→８５８例
（５％減）、定点当たり３６．１６→３４．３２であった。
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